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１． 当四半期決算に関する定性的情報 

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当企業グループ（当社

及び当社の関係会社）が判断したものであります。 

（1）経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、企業収益や雇用環境の改善などを背景に、緩や

かな回復基調で推移したものの、自然災害の国内経済への影響や、海外の政治・経済の不確実性などか

ら依然として先行きが見通しづらい状況が継続しております。 

当企業グループが主に属する流通業界におきましては、消費者の節約志向型の購買行動の継続や人

手不足に起因する労働コストや物流コストの高騰、小売業間の資本統合や競争激化により、より厳しい事業

環境となりました。 

このような環境の下、当企業グループは、「グッド アンド ビッグカンパニー」を目指し、連結子会社 27 社、

非連結子会社１社および持分法適用関連会社１社を含め、物流を伴う現物問屋として、安心・安全な商品

の安定供給に努めるとともに、情報・物流・リテールサポート・品揃え・品質管理などの各機能を充実させ、

総合力を活かした営業体制の構築と物流事業の拡大に努めてまいりました。 

当第２四半期連結累計期間における売上高は、新規取引先の獲得と既存取引先のシェアーアップや前

年子会社化した企業の業績が加わったことで、2,638 億２百万円(前年同四半期比 9.0％増)となり、218 億

64 百万円の増収となりました。 

一方、利益面におきましては、グループ一丸となって、販売益の確保ならびにローコストオペレーション

の追求による経費の節減に努力いたしました結果、営業利益は 19 億 71 百万円(前年同四半期比 63.3％

増)、経常利益は22億 13百万円(前年同四半期比57.2％増)、親会社株主に帰属する四半期純利益は10

億 80 百万円(前年同四半期比 78.4％増)となりました。 

（2）財政状態に関する説明 

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ 148 億７百万円減少し、

1,861 億 79 百万円となりました。主な要因は、「現金及び預金」の減少額 95億 75百万円、「受取手形及び

売掛金」の減少額 43 億 89 百万円、「のれん」の減少額７億 19 百万円によるものです。 

負債においては前連結会計年度末に比べ136億８百万円減少し、1,334億 45百万円となりました。主な

要因は、「支払手形及び買掛金」の減少額 53 億 32 百万円、「未払法人税等」の減少額 12 億 18 百万円、

「長期借入金」の減少額 21 億 87 百万円によるものです。 

また、純資産においては前連結会計年度末に比べ 11 億 98 百万円減少し、527 億 34 百万円となりまし

た。主な要因は、「資本剰余金」の減少額５億 71百万円、「非支配株主持分」の減少額８億 56百万円、「利

益剰余金」の増加額６億 76 百万円によるものです。 

（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

2019 年５月 10 日に公表いたしました連結業績予想の変更はありません。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

(1)四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 25,774 16,199

受取手形及び売掛金 58,598 54,209

電子記録債権 928 918

商品及び製品 9,588 10,110

仕掛品 150 351

未成工事支出金 113 108

原材料及び貯蔵品 962 965

その他 7,746 8,124

貸倒引当金 △668 △626

流動資産合計 103,195 90,362

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 18,866 18,425

土地 27,942 27,536

その他（純額） 13,025 13,512

有形固定資産合計 59,834 59,474

無形固定資産

ソフトウエア 683 562

のれん 19,706 18,986

その他 140 110

無形固定資産合計 20,529 19,659

投資その他の資産

投資有価証券 11,706 11,062

退職給付に係る資産 23 19

その他 5,835 5,749

貸倒引当金 △138 △148

投資その他の資産合計 17,427 16,682

固定資産合計 97,791 95,817

資産合計 200,986 186,179
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 67,257 61,924

電子記録債務 6,172 5,480

短期借入金 15,740 15,078

未払法人税等 2,421 1,203

賞与引当金 1,466 1,810

役員賞与引当金 34 －

その他 16,699 13,558

流動負債合計 109,792 99,057

固定負債

長期借入金 24,469 22,281

役員退職慰労引当金 689 641

退職給付に係る負債 589 589

その他 11,513 10,874

固定負債合計 37,261 34,387

負債合計 147,054 133,445

純資産の部

株主資本

資本金 1,025 1,025

資本剰余金 2,587 2,016

利益剰余金 41,179 41,856

自己株式 △336 △336

株主資本合計 44,456 44,562

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 4,860 4,395

退職給付に係る調整累計額 △180 △162

その他の包括利益累計額合計 4,680 4,232

非支配株主持分 4,795 3,939

純資産合計 53,932 52,734

負債純資産合計 200,986 186,179
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(2)四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

売上高 241,938 263,802

売上原価 220,479 239,518

売上総利益 21,458 24,284

販売費及び一般管理費 20,251 22,313

営業利益 1,207 1,971

営業外収益

受取利息 9 11

受取配当金 71 73

仕入割引 31 40

貸倒引当金戻入額 87 25

雑収入 222 287

営業外収益合計 422 438

営業外費用

支払利息 111 120

支払手数料 － 0

売上割引 44 45

持分法による投資損失 － 3

雑損失 64 25

営業外費用合計 221 195

経常利益 1,407 2,213

特別利益

固定資産売却益 196 15

投資有価証券売却益 94 240

退職給付信託設定益 95 －

保険解約返戻金 － 10

特別利益合計 386 266

特別損失

固定資産除売却損 23 10

減損損失 － 323

投資有価証券売却損 － 0

特別損失合計 23 335

税金等調整前四半期純利益 1,770 2,144

法人税、住民税及び事業税 902 1,180

法人税等調整額 △12 △463

法人税等合計 890 716

四半期純利益 880 1,428

非支配株主に帰属する四半期純利益 274 347

親会社株主に帰属する四半期純利益 605 1,080
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

四半期純利益 880 1,428

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 238 △457

退職給付に係る調整額 △6 18

その他の包括利益合計 232 △439

四半期包括利益 1,112 988

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 821 633

非支配株主に係る四半期包括利益 291 355
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(3)四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

当社は、2019年７月26日付で、連結子会社である株式会社日装建の株式を追加取得いたしました。

この結果、当第２四半期連結累計期間において資本剰余金が571百万円減少し、当第２四半期連結会

計期間末において資本剰余金が2,016百万円となっております。 
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